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東
洋
哲
学
研
究
所
の
創
立
50
年
の
記
念
の
年
を
祝
福
し
、
慶

賀
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
研
究
所
と
、
そ
の
機
関
誌
『
東
洋
学
術
研
究
』
は
、
創
立

者
・
池
田
大
作
Ｓ
Ｇ
Ｉ
（
創
価
学
会
イ
ン
ダ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
会
長
が

示
し
た
《
研
究
と
対
話
》
と
い
う
指
針
を
、
見
事
に
実
現
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
究
所
の
主
な
活
動
と
し
て
は
「
法
華
経
の
研
究
」「
平
和
・

環
境
・
人
類
と
女
性
の
権
利
・
倫
理
的
問
題
群
な
ど
世
界
的
課

題
の
解
決
を
促
進
す
る
宗
教
間
対
話
」、
そ
し
て
「
現
代
に
つ
い

て
の
研
究
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
研
究
活
動
は
、
仏
教
哲

学
の
探
究
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
東
洋
哲
学
研

究
所
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
社
会
の
変
化
す
る
性
質

に
つ
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
出
版
物
を
通
し
て
、
学
際
的
な

考
察
を
進
め
て

い
る
の
で
す
。

　

そ
の
好
例
は

１
９
８
７
年
の

「
世
俗
性
と
宗

教
」
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
で
し
た
。

※
同
年
、The Journal of O

riental Studies

（『
東
洋
学
術
研
究
』

英
語
版
）
創
刊
号
で
「
世
俗
性
と
宗
教
の
二
分
法
を
超
え
て
」

を
特
集
。
ド
ベ
ラ
ー
レ
氏
は
「
世
俗
性
と
宗
教

│
方
法
論
的

提
言
」
を
寄
せ
た
。
同
論
文
の
邦
訳
は
同
年
の
『
東
洋
学
術
研

究
』
第
26
巻
第
１
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

　

社
会
科
学
に
対
す
る
関
心
は
、
東
洋
哲
学
研
究
所
の
ア
プ
ロ

	

時
代
と
世
界
に
「
開
か
れ
た
」
研
究
所	

カ
レ
ル
・
ド
ベ
ラ
ー
レ

創
立
50
周
年
を
祝
賀
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祝　辞

ー
チ
の
典
型
的
な
も
の
で
す
。
自
分
た
ち
の
教
義
的
思
索
に
社

会
科
学
の
知
見
を
組
み
入
れ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
よ
う
な
宗
教

も
あ
り
ま
す
が
、
東
洋
哲
学
研
究
所
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
彼
ら

の
た
め
の
模
範
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

社
会
科
学
に
対
す
る
開
放
性
は
ま
た
、
非
仏
教
的
背
景
を
も

つ
社
会
の
な
か
で
Ｓ
Ｇ
Ｉ
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
助
け
ま
し
た
。

Ｓ
Ｇ
Ｉ
は
、
そ
の
宗
教
儀
礼
や
組
織
構
造
を
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
文
化
に
適
応
さ
せ
、
い
く
つ
か
の
他
の
宗
教
の
よ
う

に
全
世
界
均
一
の
構
造
を
押
し
つ
け
た
り
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
と
も
、
東
洋
哲
学
研
究
所
の
研
究
員
が
、

宗
教
に
関
す
る
社
会
科
学
の
学
術
会
議
に
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
研
究
所
を
さ
ら
に
世

界
へ
と
開
か
れ
た
も
の
と
し
、
そ
の
科
学
的
探

究
を
よ
り
向
上
さ
せ
て
い
く
に
ち
が
い
あ
り
ま

せ
ん
。

（K
arel D

obbelaere

／
国
際
宗
教
社
会
学
会
名
誉
会
長
）

１
９
６
１
年
２
月
４
日
、
釈
尊
成
道
の
地
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
を
訪
れ
た
33
歳
の
創
立
者
（
左
）


